
　

第
27
回
作
品
展
・
菊
花
展
が
11
月
４

日
か
ら
８
日
（
菊
花
展
は
７
日
）
ま
で
、

南
池
袋
Ｊ
Ｔ
Ｂ
ビ
ル
（
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
館
）

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
展
者
は
１
１
３
名
、
出
展
作
品
は

22
ジ
ャ
ン
ル
２
０
５
点
を
数
え
、
今
年

も
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
員
の
趣
味
の
広
さ
と
レ
ベ

ル
の
高
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

家
庭
菜
園
同
好
会
か
ら
多
く
の
新
鮮
な

野
菜
が
出
展
、
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
に
（
公
財
）
日
本
交
通
公
社

末
永
会
長
、
最
終
日
に
Ｊ
Ｔ
Ｂ
田
川
会

長
が
来
場
さ
れ
、
５
日
間
で
２
８
４
名

の
方
々
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
場
に
は
い
つ
も
な
が
ら
の
秀
で
た
絵

画
、
写
真
、
書
の
作
品
と
生
花
や
美
し

い
手
芸
品
の
数
々
が
並
び
、
華
や
か
な

雰
囲
気
も
ご
好
評
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
も
昨
年
と
同
様
、
関
東
支
部
Ｈ

Ｐ「
会
員
の
広
場
＝
第
27
回
作
品
展
報

告
」
に
出
展
作
品
を
全
て
掲
載
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
出
展
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

【
絵
画
】　　
　

石
田
幸
枝　

内
田
敏
巳

　

国
谷
紘
一　

小
竹
靖
雄　
小
見
山
久
美
子

　

小
山
俊
一　

椎
名
伸
子　

式
守
正
則

　

関
根
勝
二　

髙
井
和
子　
高
須
真
実
子

　

高
橋　

毅　
多
賀
谷
恵
三　

内
藤
錦
樹

　

中
島
嘉
秋　

中
根
三
郎　

新
倉
武
一

　
橋
本
恵
美
子　

船
山
里
子　
松
本
よ
し
子

　

森
木
茂
子　

矢
代
秀
雄　

安
田　

彰

　

富
岡
幸
生

【
書
道
】　　
　

磯
野　

茂　

岩
舩
展
子

　
植
田
伊
三
郎　

大
沼
一
夫　

川
口
葉
子

　

鈴
木
美
枝　

関
口
照
男　

高
宮
澄
子

　

行
木
恵
子　

橋
本
紀
子　

平
山
正
徑

　

松
田
正
美　

水
口
尊
江　

森　

英
一

　

安
田　

彰　

安
武
清
信　

吉
田
和
子

　

鈴
木
文
子

【
書
道
同
好
会
】　　
　
　
　
加
藤
不
二
男

　

久
留
和
子　

杉
田
慎
子　

成
田
容
子

　

森
田
真
弓　

田
村
邦
夫　

鈴
木
久
子

【
写
真
】　　
　

池
田　

勇　

井
上　

敬

　

内
田
敏
巳　

押
田
葉
子　

片
山
郁
夫

　

金
政
初
美　

小
林
哲
二　

斎
藤
百
代

　

杉
田
成
次　

兼
松
喜
子　

鈴
木
憲
治

　

須
藤　

稔　

田
辺　

弘　

遠
山　

洋

　

船
塚
和
雄　

本
名
義
光　
森
本
喜
美
子

　

栁
田
満
一　

和
田
重
幸

【
陶
芸
】　　
　
安
西
美
津
子　

猪
野
博
子

　

長
戸
敬
子　

峰　

実
子

【
彫
刻
】　　
　
　
　
　
　
　
五
十
嵐
洋
子

【
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
】　　
　

中
里
澄
江

【
盆
栽
】　　
　
　
　
　
　
　

中
村
卓
司

【
生
花
・
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
】
藪
谷
令
子

【
て
ま
り
】　　
　
　
　
　
　

福
嶋
初
江

【
木
目
込
人
形
】　　
　
　
　

林
美
智
子

【
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
】　　
　
　

石
下
良
子

　

曽
我
和
恵　

中
島
里
江

【
ク
ロ
ス
ス
テ
ッ
チ
】　　
　

高
宮
澄
子

　

富
澤
好
乃

【
押
絵
】　　
　
　
　
　
　
　

杉
田
照
代

【
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
】　　
　

富
澤
清
美

【
は
た
織
り
】　　
　
　
　
　

鈴
木
浩
子

【
ニ
ッ
ト
】　　
　
　
　
　
　

長
戸
敬
子

【
拓
本
】　　
　
　
　
　
　
　

井
上
恵
司

【
小
説
】　　
　
　
　
　
　
　

五
十
嵐
力

【
川
柳
（
や
ぐ
る
ま
）】　　

 

岡
田
秀
雄

　

北
濃
祥
二　
長
谷
川
政
榮　

丸
木
正
登

　

荒
井
春
雄　

竹
田
圭
子　

志
満　

武

　

手
塚　

実　

横
山
信
之

【
俳
句
】　　
　

増
田　

信　

鷲
澤
典
子

【
俳
句
（
皐
月
会
）】　　
　

 

大
庭
英
雄

　

高
宮
澄
子　

富
岡
遊
生　

行
川
春
江

　

森
木
茂
子　

吉
田
勝
彦

【
家
庭
菜
園
】　

寺
門　

忍　

岡
部
禎
之

　

井
上　

肇　

大
木
智
裕　

中
島
健
而

　

大
庭
英
雄

【
菊
の
会
】　　

阿
部
忠
雄　

井
上
恵
司

　

岡
部
禎
之　

宮
嶋　

恂　
長
谷
川
英
美

　

北
垣
公
男　

和
田
達
夫

第
27
回『
作
品
展
』盛
況
に
開
催
!!

　

  

＝ 

出
展
者
１
１
３
名 

来
場
者
２
８
４
名 

＝
11月４日㈷
～8日㈮

主　

催

12
月

10
日 

㈫

１
月

６
日 

㈪

８
日 

㈬

９
日 

㈭

11
日 

㈯

17
日 

㈮

23
日 

㈭

25
日 

㈯

２
月

１
日 

㈯

と
き
わ
路
倶
楽
部
親
睦
忘
年
会

『
新
春
吉
例
』
池
上
七
福
神
巡
り

関
東
支
部
新
年
会

常
磐
倶
楽
部
新
年
会

開
運
！ 

東
久
留
米
七
福
神
巡
り

京
葉
倶
楽
部
新
年
懇
親
会

湘
南
倶
楽
部
２
０
２
０
年
新
年
会

さ
き
た
ま
倶
楽
部
恒
例
「
新
年
の
集
い
」

体
験 

蕎
麦
打
ち
会

と
き
わ
路

東
京
２
３

関
東
支
部

常　

磐

武
蔵
野

京　

葉

湘　

南

さ
き
た
ま

な
ん
た
い

実
施
日

◎
参
加
者
募
集
一
覧

内　
　
　
　

容

　

お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
へ
。

被
災
さ
れ
た
皆
様
へ

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

　

今
年
の
秋
は
、
台
風
15
号
・
19
号
、

お
よ
び
21
号
に
伴
う
大
雨
な
ど
の
自
然

災
害
が
、
関
東
甲
信
越
の
広
範
な
地
域

に
、
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。Ｂ
Ｏ

Ｂ
会
関
東
支
部
の
会
員
の
方
々
の
中
に

も
、
家
屋
や
土
地
の
浸
水
、
そ
の
他
の

被
害
に
遭
わ
れ
た
方
、
あ
る
い
は
一
時

避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
方
な
ど
が
お

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
お

り
ま
す
。

　

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
、
謹
ん
で
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
一
日

も
早
い
復
旧
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　

Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
関
東
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　

理
事
・
監
事
一
同
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今
年
は
、
梅
雨
明
け
が
か
な
り
遅
か

っ
た
た
め
低
温
日
が
続
き
ま
し
た
が
、

そ
の
後
途
端
に
記
録
的
な
猛
暑
と
な
り
、

秋
口
に
は
台
風
も
ま
た
記
録
的
な
猛
威

を
振
る
い
、
そ
の
た
め
、
台
風
の
影
響

は
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
全
体
的
に
菊

花
の
生
育
が
悪
く
、
着
蕾
の
時
期
も
平

年
よ
り
大
分
遅
れ
ま
し
た
。
咲
き
上
が

り
ど
こ
ろ
で
は
な
い
と
の
声
も
出
る
状

況
で
し
た
が
、
７
名
の
厚
も
の
、
管
も

の
で
18
本
の
出
品
と
な
り
ま
し
た
。

　

丹
精
込
め
た
菊
花
は
、
恒
例
の
作
品

展
と
の
同
時
開
催
で
、
ビ
ル
入
口
フ
ロ

ア
を
飾
り
ま
し
た
。
来
館
さ
れ
た
方
々

に
多
少
で
も
心
の
癒
や
し
を
差
し
上
げ

ら
れ
た
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

出
品
花
の
審
査
は
、
関
東
支
部
理
事

の
西
山
恒
夫
さ
ん
、
佐
藤
年
秋
さ
ん
、

松
井
文
雄
さ
ん
に
、
事
前
に
順
位
付
け

し
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
我

ら
が
師
範
役
の
阿
部
忠
雄
が
最
終
的
に

決
定
し
ま
し
た
。
師
範
役
に
よ
る
花
の

咲
き
上
が
り
と
見
映
え
の
説
明
を
基
に

順
位
付
け
を
進
め
る
中
で
「
花
の
大
き

さ
だ
け
で
な
く
、
花
弁
の
ま
と
ま
り
や

葉
の
勢
い
も
審
査
の
大
き
な
要
素
な
の

で
す
ね
」
と
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
菊
花
名
な
ど
、
短
冊
・
ペ
ナ

ン
ト
書
き
で
は
、
新
井
譲
さ
ん
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
入
賞
者
等
（
敬
称
略
）

師
範
花　

国
華
秋
舞
台　

阿
部　

忠
雄

　
　
　
　
《
厚
も
の
》　　
《
管
も
の
》

金　

賞　

和
田　

達
夫　

長
谷
川
英
美

特
別
賞　

長
谷
川
英
美　

宮
嶋　
　

恂

　
　
　
　

宮
嶋　
　

恂　

北
垣　

公
男

銀　

賞　

北
垣　

公
男　

岡
部　

禎
之

銅　

賞　

井
上　

恵
司　
　
　

―

努
力
賞　
　
　

―
　
　
　
　
　

―

　

設
営　

松
井　

文
雄　

佐
藤　

年
秋

　
　
　
　

山
根　
　

徹

　
　
（
世
話
役　

宮
嶋
・
阿
部
・
北
垣
）

　

支
部
だ
よ
り
６
月
号
で
ご
報
告
の
よ

う
に
、
今
年
度
よ
り
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
方
針
で
、

旅
行
紹
介
実
績
の
集
約
基
準
が
申
込
日

か
ら
出
発
済
分
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
前
年
度
と
厳
密
に
比
較
す
る
の
は

少
し
難
し
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

う
え
で
比
較
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

今
年
度
上
期
は
、
旅
行
紹
介
件
数
・

金
額
は
い
ず
れ
も
前
年
の
８
割
程
度
で

し
た
。
ま
た
ナ
イ
ス
ギ
フ
ト
は
、
件
数

は
前
年
に
届
か
な
か
っ
た
も
の
の
、
金

額
が
前
年
比
１
３
７
％
と
大
き
く
伸
び

ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

☆
旅
行
紹
介
（
前
年
比
）

　

件
数
１
５
２
件
（
87
％
）

　

金
額
５
７
２
６
万
１
千
円
（
78
％
） 

☆
ナ
イ
ス
ギ
フ
ト
（
前
年
比
）

　

件
数
１
１
０
件
（
93
％
）

　

金
額
４
８
１
万
円
（
１
３
７
％
）

　

近
頃
、
会
員
の
皆
様
か
ら
「
Ｊ
Ｔ
Ｂ

店
舗
が
少
な
く
な
り
申
込
場
所
に
困
っ

て
い
る
」
と
の
お
声
が
あ
り
ま
す
が
、

関
東
支
部
Ｈ
Ｐ
か
ら
の
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
＝
お

客
様
紹
介
フ
ォ
ー
ム
（
Ｗ
ｅ
ｂ
用
）
を

利
用
す
れ
ば
店
舗
に
出
向
く
こ
と
な
く

旅
行
を
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
旅
行
代
金
は
自
宅
で
の
カ
ー

ド
決
済
や
お
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
で
の
支

払
い
が
で
き
る
な
ど
、
店
頭
営
業
は
私

達
の
現
役
時
代
と
大
き
く
変
化
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
お
試
し
く
だ
さ
い
。

 

関
東
支
部
新
年
会

　

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を
祈
念
し
、

関
東
支
部
主
催
、
恒
例
の
新
年
会
を
開

催
し
ま
す
。

期
日　

１
月
８
日
㈬　

開
宴
12
時

会
場　

南
池
袋
Ｊ
Ｔ
Ｂ
ビ
ル
（
Ｂ
Ｏ
Ｂ

　
　
　

会
館
）
６
階
会
議
室

会
費　

１
０
０
０
円

 

開
運
！ 
東
久
留
米
七
福
神
巡
り

　

武
蔵
野
倶
楽
部
の
新
春
恒
例
行
事
の

七
福
神
巡
り
。
令
和
２
年
は
東
久
留
米

の
七
福
神
で
一
年
の
幸
せ
を
願
い
ま
す
。

当
日
は
５
つ
の
寺
院
を
巡
る
、
市
の
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、

コ
ー
ス
上
の
商
店
会
や
ゴ
ー
ル
の
市
役

所
で
は
、
特
産
品
販
売
や
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
黒
目
川
・
落

合
川
の
澄
み
き
っ
た
流
れ
を
中
心
に
、

豊
か
な
自
然
が
残
る
東
久
留
米
の
散
策

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

期
日　

１
月
11
日
㈯

集
合　

西
武
東
久
留
米
駅　

10
時

行
程　

東
久
留
米
駅　

多
聞
寺（
毘
沙

門
天
）　

米
津
寺（
布
袋
尊
）　

大
圓
寺（
寿
老
人
・
福
禄
寿
・
恵

比
寿
）　

宝
泉
寺（
弁
財
天
）　

浄
牧
院（
大
黒
天
）　

東
久
留
米

市
役
所　
（
和
昼
食
）解
散

会
費　

３
５
０
０
円
（
昼
食
・
保
険
込
）

主
催　

武
蔵
野
倶
楽
部

担
当　

小
川　

元

　

☎
０
９
０
（
２
４
８
５
）
９
４
６
９

 

京
葉
倶
楽
部
新
年
懇
親
会

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
恒
例
の
初
詣
と

新
年
懇
親
会
を
開
催
し
ま
す
。
今
年
も

成
田
山
新
勝
寺
で
、
こ
の
一
年
の
無
事

と
お
互
い
の
健
康
を
祈
念
し
ま
し
ょ
う
。

　

５
月
に
は
、
成
田
山
と
縁
の
深
い
歌

舞
伎
の
名
門
、
市
川
家
13
代
目
團
十
郎

と
８
代
目
新
之
助
の
親
子
襲
名
が
行
わ

れ
、
成
田
山
で
の
お
練
り
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
前
回
、
海
老
蔵
襲
名
の
時

に
本
堂
前
で
奉
納
さ
れ
た
12
代
目
團
十

郎
と
の
「
連
獅
子
」
は
圧
巻
で
し
た
。

今
回
も
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
日　

１
月
17
日
㈮　

開
宴
12
時

集
合　

新
勝
寺
総
門
前　

11
時
45
分

会
場　

若
松
本
店
（
成
田
山
門
前
）

会
費　

男
性
６
５
０
０
円

　
　
　

女
性
５
０
０
０
円

主
催　

京
葉
倶
楽
部

担
当　

宮
田　

松
吉

　
　

☎
０
４
７
６
（
２
２
）
６
９
４
９

 

湘
南
倶
楽
部
２
０
２
０
年
新
年
会

　

元
号
も
令
和
に
な
り
、
12
回
目
を
迎

え
る
、
恒
例
の
新
年
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
明
る
く
良
い
年
に
な
り

ま
す
よ
う
、
楽
し
い
会
話
と
食
事
で
親

睦
を
深
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

近
隣
の
Ｊ
Ｔ
Ｂ
店
長
、
エ
リ
ア
長
に
も

参
加
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
ご
夫
婦
で

の
参
加
、
入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
を
誘

っ
て
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

期
日　

１
月
23
日
㈭　

開
宴
12
時

会
場　

崎
陽
軒
本
店
（
横
浜
駅
東
口
）

　
　

☎
０
４
５
（
４
４
１
）
８
８
８
０

会
費　

６
５
０
０
円
（
お
土
産
付
き
）

取
消　

２
日
前
〜　

３
５
０
０
円

　
　
　

当
日　
　
　

全
額

主
催　

湘
南
倶
楽
部

担
当

大
塚
FAX
☎
０
４
６
５（
２
４
）１
８
０
１

矢
部
FAX
☎
０
４
６（
８
７
１
）９
７
２
８

三
枝
FAX
☎
０
４
５（
８
１
２
）７
５
０
０

平
澤
FAX
☎
０
４
４（
９
４
４
）４
７
７
６

尾
野
FAX
☎
０
４
６
７（
５
２
）０
３
０
７

 

さ
き
た
ま
倶
楽
部

　
　
　
　
　

恒
例
「
新
年
の
集
い
」

　

令
和
最
初
の
新
年
会
を
開
催
し
ま
す
。

懐
か
し
い
仲
間
達
と
集
い
、
親
睦
の
絆

を
深
め
、
交
流
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
お
楽
し
み
抽
選
会
も
行
い
ま

す
。
新
入
会
員
の
皆
様
、
他
倶
楽
部
の

皆
様
、
大
勢
の
方
々
の
ご
参
加
を
心
よ

り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

期
日　

１
月
25
日
㈯　

12
時
〜
14
時

会
場　

ラ
フ
レ
さ
い
た
ま
４
階

　
　
　
「
欅
の
間
」

　
　

☎
０
４
８
（
６
０
０
）
５
５
０
５

　
　

＊
Ｊ
Ｒ
さ
い
た
ま
新
都
心
駅

　
　
　

徒
歩
９
分

会
費　

６
５
０
０
円

主
催　

さ
き
た
ま
倶
楽
部

担
当　

会
田
三
重
子

　
　

☎
０
４
８
（
７
５
７
）
４
９
３
０

＊
さ
き
た
ま
倶
楽
部
会
員
の
方
に
は
、

お
客
様
紹
介
運
動
上
期
実
績

参
加
者
募
集

お
申
し
込
み
は
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
へ

 

（
所
属
倶
楽
部
名
・
年
齢
要
）

菊
花
展
開
催（
菊
の
会
）

11
月
４
日
〜
７
日

第338号 （2）



「
出
欠
連
絡
用
ハ
ガ
キ
」
を
支
部
だ
よ

り
１
月
号
に
同
封
し
ま
す
。
出
欠
に
か

か
わ
ら
ず
、
１
月
15
日
㈬
必
着
で
ご
投

函
く
だ
さ
い
。

 

体
験 

蕎
麦
打
ち
会

　

好
評
の
「
蕎
麦
打
ち
会
」
を
今
年
も

行
い
ま
す
。
林
代
表
を
は
じ
め
、
認
定

有
段
者
が
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。
賄
い

は
女
性
会
員
自
慢
の
特
製
天
ぷ
ら
と
、

自
称
板
長
の
鴨
汁
で
召
し
上
が
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

期
日　

２
月
１
日
㈯　

10
時
〜

会
場　

宇
都
宮
西
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　

作
新
学
院
正
門
の
東
側

　
　

☎
０
２
８
（
６
４
８
）
７
４
８
０

定
員　

20
名

会
費　

１
２
０
０
円
（
蕎
麦
２
人
前
の

お
土
産
付
き
）

締
切　

１
月
17
日
㈮

主
催　

な
ん
た
い
倶
楽
部

担
当　

増
田　

信

　

☎
０
９
０
（
４
３
９
０
）
４
４
６
７

＊
頭
を
覆
う
も
の
と
エ
プ
ロ
ン
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。
爪
は
切
っ
て
き
て
く
だ

さ
い
ネ
！

 

第
97
回
な
ん
た
い
杯
ゴ
ル
フ

　
　
　

な
ん
た
い
倶
楽
部
（
募
集
）

期
日　

１
月
15
日
㈬

場
所　

レ
イ
ク
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

集
合　

８
時
20
分

ス
タ
ー
ト　

９
時
４
分

募
集　

３
組
12
名

費
用　

プ
レ
ー
費　
　

６
２
０
０
円

　
　
　
（
諸
税
・
昼
食
込
）

　
　
　

参
加
費　

男
性
１
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　

女
性
１
０
０
０
円

締
切　

１
月
７
日
㈫

担
当　

百
戸　

正
行

　

☎
０
９
０
（
６
５
１
５
）
０
６
７
２

 

第
74
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

　
　
　

と
き
わ
路
倶
楽
部
（
募
集
）

期
日　

１
月
23
日
㈭

場
所　

ス
パ
＆
ゴ
ル
フ
リ
ゾ
ー
ト
久
慈

集
合　

８
時
20
分

ス
タ
ー
ト　

９
時

募
集　

５
組
20
名

費
用　

プ
レ
ー
費　

５
７
７
０
円

　
　
　
（
諸
税
・
昼
食
込
）

　
　
　

参
加
費　
　

１
０
０
０
円

締
切　

１
月
10
日
㈮

担
当　

大
谷　

広
一

　

☎
０
９
０
（
３
０
９
６
）
９
８
７
０

 

織
部
桐
生
の
街
歩
き
（
報
告
）

　

９
月
18
日
、
曇
り
時
々
小
雨
、
歩
く

に
は
最
適
の
天
候
で
、
他
倶
楽
部
か
ら

３
名
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
14
名
が

Ｊ
Ｒ
桐
生
駅
に
集
合
。
間
部
代
表
の
挨

拶
の
後
、
元
気
に
歩
き
出
し
ま
し
た
。

　

当
日
の
案
内
は
、
桐
生
市
で
運
営
す

る
街
歩
き
ガ
イ
ド
さ
ん
。
わ
か
り
や
す

い
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
桐
生
織
物
の

歴
史
や
貴
重
な
資
料
、
現
存
す
る
木
造

の
ノ
コ
ギ
リ
屋
根
の
工
場
な
ど
を
見
学

し
、「
ぶ
ら
タ
モ
リ
」
な
ら
ぬ
街
歩
き

が
で
き
ま
し
た
。
昼
食
は
、
上
州
名
物

の
ソ
ー
ス
か
つ
丼
と
ひ
も
か
わ
う
ど
ん

に
舌
鼓
を
打
ち
、
桐
生
の
街
歩
き
を
大

い
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
桐
生
駅
に
は
予
定
ど
お
り
到
着
。

名
残
を
惜
し
み
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
帰
路

に
つ
き
ま
し
た
。　
　
　
（
落
合　

記
）

 

奥
日
光
戦
場
ヶ
原
ハ
イ
キ
ン
グ（
報
告
）

　

10
月
７
日
、
17
名
（
他
倶
楽
部
３
名
）

の
参
加
で
、
高
崎
駅
を
貸
切
バ
ス
で
出

発
。
前
夜
の
雨
で
天
気
が
心
配
で
し
た

が
、
朝
に
は
止
み
、
ま
る
で
戦
場
ヶ
原

が
私
達
を
呼
ん
で
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

わ
た
ら
せ
渓
谷
沿
い
の
日
足
道
路
を

走
り
、
い
ろ
は
坂
を
経
て
奥
日
光
に
到

着
。
紅
葉
や
草
紅
葉
の
見
頃
に
は
ち
ょ

っ
と
早
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
清
々
し

い
空
気
に
身
も
心
も
癒
や
さ
れ
、
秋
を

満
喫
で
き
ま
し
た
。
戦
場
ヶ
原
泉
門
池

で
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
。
用
意
さ
れ
た
助
六

寿
司
が
美
味
し
か
っ
た
な
ー…

。
ゴ
ー

ル
の
湯
滝
観
瀑
台
で
迫
力
あ
る
滝
を
眺

め
、
日
光
湯
元
温
泉
に
も
の
ん
び
り
浸

か
り
ま
し
た
。

　

帰
路
の
金
精
峠
で
は
山
々
が
少
し
色

づ
き
始
め
、
そ
ん
な
車
窓
を
楽
し
み
な

が
ら
、
予
定
ど
お
り
の
時
間
に
高
崎
駅

に
帰
着
し
ま
し
た
。　
　
（
塩
野　

記
）

 

第
47
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
（
報
告
）

　

10
月
８
日
、
関
越
ハ
イ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ
で
、
11
名
が
参
加
し
開
催
し

ま
し
た
。

　

紅
葉
に
は
ま
だ
早
す
ぎ
ま
し
た
が
、

秋
ら
し
い
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で

楽
し
く
プ
レ
ー
が
で
き
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。　
　

Ｇ
Ｈ
Ｎ

優　

勝　

金
子　

真
也
さ
ん　

81
9.6
71.4

準
優
勝　

今
井　

隆
志
さ
ん　

96
24
72

３　

位　

須
田　

孝
仁
さ
ん　

79
6
73

Ｂ　

Ｇ　

須
田　

孝
仁
さ
ん　

79

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
須
田　

記
）

 
カ
ル
チ
ャ
ー
バ
ス
旅
第
４
弾

　

明
治
貴
族
の
ロ
マ
ン
探
訪
（
報
告
）

　

10
月
10
日
、
19
名
の
参
加
で
実
施
し

ま
し
た
。
ま
ず
、
那
須
野
が
原
博
物
館

で
地
域
の
成
り
立
ち
や
自
然
、
開
拓
の

歴
史
や
関
わ
り
の
あ
っ
た
貴
族（
華
族
）

達
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
そ
の
後
、

那
須
を
こ
よ
な
く
愛
し
た
乃
木
大
将
の

農
家
風
旧
宅
を
見
学
し
、
乃
木
神
社
を

参
拝
。
そ
し
て
、
今
は
高
校
の
敷
地
内

に
あ
る
大
山
巌
元
帥
別
邸
、
千
本
松
農

場
を
開
拓
し
た
松
方
正
義
別
邸
（
遠
景

の
み
）
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
料
理
の
昼
食
の
後
は
、

明
治
18
年
に
国
営
事
業
と
し
て
開
削
さ

れ
た
開
拓
の
象
徴
で
あ
る
疏
水
旧
取
水

施
設
を
見
学
。
隣
接
の
公
園
で
は
那
須

連
山
か
ら
の
爽
や
か
な
風
、
那
珂
川
の

清
流
、
群
れ
な
す
赤
と
ん
ぼ
な
ど…

秋

を
満
喫
し
ま
し
た
。
最
後
は
青
木
周
蔵

元
外
務
大
臣
別
邸
を
訪
れ
ま
し
た
。
白

亜
の
ド
イ
ツ
式
洋
館
は
明
治
貴
族
の
別

荘
文
化
の
象
徴
で
、
重
要
文
化
財
に
登

録
さ
れ
て
い
ま
す
。
帰
路
立
ち
寄
っ
た

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
で
の
採
り
た
て
農
作
物

の
買
物
も
好
評
で
し
た
。（
駒
場　

記
）

 

第
94
回
な
ん
た
い
杯
ゴ
ル
フ
（
報
告
）

　

10
月
16
日
、
さ
き
た
ま
倶
楽
部
と
合

同
で
開
催
し
ま
し
た
。
詳
細
は
、
さ
き

た
ま
倶
楽
部
の
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
ん
た
い
倶
楽
部

北
関
東
倶
楽
部

後藤織物にて

那須野が原博物館にて

・
・
・
・
・
・
・

第338号（3）



た
つ
わ
か
ま
る

 
第
93
回
な
ん
た
い
杯
ゴ
ル
フ
（
報
告
）

　

９
月
18
日
、
Ｇ
７
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽

部
に
お
い
て
、
８
名
が
参
加
し
て
開
催

し
ま
し
た
。

　

予
報
で
は
雨
の
心
配
も
あ
り
ま
し
た

が
、
ホ
ー
ル
ア
ウ
ト
ま
で
は
何
と
か
持

ち
こ
た
え
、
快
適
に
プ
レ
ー
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
コ
ー
ス
は
池
が
多
く
、

グ
リ
ー
ン
も
大
変
難
し
く
て
、
皆
さ
ん

ス
コ
ア
メ
イ
ク
に
苦
労
し
た
よ
う
で
す
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。　
　

Ｇ
Ｈ
Ｎ

優　

勝　

内
田　

久
雄
さ
ん　

96
24
72

準
優
勝　

林　
　
　

守
さ
ん　

97
16
81

３　

位　

栁
田　

満
一
さ
ん　

105
22
83

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
百
戸　

記
）

 

宮
ケ
瀬
ダ
ム
放
流
と

水
の
郷
大
吊
り
橋
（
報
告
）

　

９
月
18
日
、
本
厚
木
駅
に
19
名
（
他

倶
楽
部
２
名
）
が
集
合
、
路
線
バ
ス
に

乗
り
込
み
出
発
し
ま
し
た
。

　

バ
ス
停
愛
川
大
橋
で
下
車
し
、
石
小

屋
ダ
ム
を
経
て
宮
ケ
瀬
ダ
ム
下
へ
。
大

勢
の
遠
足
の
小
学
生
と
共
に
ダ
ム
放
流

の
時
を
待
つ
と
、
当
日
一
番
の
大
雨
と

放
流
が
重
な
り
、
豪
快
な
水
量
と
水
し

ぶ
き
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

　

イ
ン
ク
ラ
イ
ン
で
１
５
６
ｍ
上
り
、

ダ
ム
湖
を
遊
覧
船
で
対
岸
の
清
川
村

（
神
奈
川
県
唯
一
の
村
）
の
宮
ケ
瀬
地

区
へ
。
大
吊
り
橋
を
渡
っ
て
湖
畔
園
地

を
一
周
し
た
後
、
昼
食
を
賞
味
。
料
理

の
朴
葉
み
そ
焼
き
も
美
味
で
し
た
が
、

各
テ
ー
ブ
ル
に
置
か
れ
た
店
主
か
ら
の

ウ
エ
ル
カ
ム
カ
ー
ド
に
感
激
し
、
ゆ
っ

く
り
と
し
た
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
永　

記
）

 

そ
ば
打
ち
体
験
と
ぶ
ど
う
狩
り（
報
告
）

　

９
月
19
日
、
秋
晴
れ
の
中
、
常
陸
秋

そ
ば
の
産
地
、
常
陸
太
田
で
開
催
し
ま

し
た
。
参
加
者
は
15
名
。
初
め
て
の
人
、

ベ
テ
ラ
ン
の
人
、
力
ず
く
の
人
、
楽
し

く
賑
や
か
に
過
ご
し
ま
し
た
。

　

そ
ば
粉
と
小
麦
粉
を
合
わ
せ
、
じ
っ

く
り
こ
ね
て
、
伸
ば
し
て
、
そ
れ
を
そ

ば
ら
し
い
太
さ
に
そ
ろ
え
て
切
る
の
が

難
し
い
！　

試
食
は
地
元
産
の
野
菜
の

天
ぷ
ら
と
、
長
山
さ
ん
手
作
り
の
万
願

寺
唐
辛
子
の
煮
び
た
し
を
添
え
て…

。

そ
ば
は
、
味
良
し
形
良
し
？　

美
味
し

く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

午
後
は
ぶ
ど
う
狩
り
を
楽
し
み
、
直

営
農
家
で
旬
の
巨
峰
を
美
味
し
く
味
わ

い
ま
し
た
。
参
加
者
は
若
干
少
な
め
で

し
た
が
、
楽
し
い
秋
の
一
日
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
池
田　

記
）

 

第
71
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
（
報
告
）

　

10
月
18
日
、
新
・
西
山
荘
カ
ン
ト
リ

ー
俱
楽
部
に
て
、
18
名
の
参
加
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

曇
り
空
で
風
も
や
や
強
く
、
雨
も
心

配
で
し
た
が
、
18
ホ
ー
ル
を
無
事
プ
レ

ー
で
き
ま
し
た
。
優
勝
と
準
優
勝
は
同

ス
コ
ア
と
い
う
接
戦
で
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。　
　

Ｇ
Ｈ
Ｎ

優　

勝　

池
田　
　

勇
さ
ん　

92
18
74

準
優
勝　

内
田　

久
雄
さ
ん　

100
26
74

３　

位　

八
巻　

信
喜
さ
ん　

88
13
75

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
谷　

記
）

 

懐
か
し
の
天
覧
山
と

　
　
　
　

飯
能
河
原
に
遊
ぶ
（
報
告
）

　

秋
の
遠
足
で
天
覧
山
の
頂
を
目
指
す

小
学
生
達
の
歓
声
が
響
く
10
月
８
日
、

前
日
の
雨
で
登
山
道
は
多
少
ぬ
か
る
ん

で
い
ま
し
た
が
、
私
達
総
勢
17
名
（
他

倶
楽
部
11
名
）
は
無
事
天
覧
山
登
頂
を

果
た
し
ま
し
た
。
絹
で
栄
え
た
飯
能
の

レ
ト
ロ
な
旧
市
街
を
歩
き
、
飯
能
戦
争

の
舞
台
と
な
っ
た
能
仁
寺
を
見
学
、
そ

の
見
事
な
庭
園
（
日
本
名
園
百
選
の
１

つ
）
を
鑑
賞
し
、
飯
能
河
原
で
は
名
栗

川
の
水
音
に
心
癒
や
さ
れ
ま
し
た
。

　

昼
食
は
、
で
き
立
て
の
ビ
ー
ル
と
珍

し
い
ア
ラ
ビ
ア
・
地
中
海
料
理
。
和
気

藹
々
と
歓
談
し
な
が
ら
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
希
望
者
（
日
本
酒
文
化

愛
好
家
？
）
は
銘
酒
「
天
覧
山
」
の
五

十
嵐
酒
造
を
訪
ね
ま
し
た
。

　

関
東
支
部
Ｈ
Ｐ
に
「
フ
ォ
ト
漫
遊
日

記
」
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
（
山
田　

記
）

 

第
65
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
（
報
告
）

　

9
月
24
日
、
出
島
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に

て
、
他
倶
楽
部
か
ら
の
参
加
者
も
含
め

12
名
で
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
の
天
候

は
晴
れ
、
残
暑
厳
し
い
一
日
で
し
た
。

グ
リ
ー
ン
上
で
は
、
微
妙
な
カ
ッ
プ
の

位
置
に
、
全
員
苦
戦
し
ま
し
た
。

　

今
回
も
オ
ー
プ
ン
コ
ン
ペ
、
ビ
ー
ル

祭
り
に
参
加
。
斉
藤
弥
一
さ
ん
が
７
位
、

他
に
２
名
が
入
賞
し
ま
し
た
。
全
員
、

参
加
賞
の
ビ
ー
ル
６
缶
パ
ッ
ク
と
和
菓

子
の
土
産
を
手
に
解
散
し
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。　
　

Ｇ
Ｈ
Ｎ

優　

勝　

古
越　

正
則
さ
ん　

97
27.6
69.4

準
優
勝　

西
袋　

文
枝
さ
ん　

107
31.2
75.8

３　

位　

實
光　
　

進
さ
ん　

101
24
77

Ｂ　

Ｇ　

井
内　

貴
明
さ
ん　

93

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
袋　

記
）

湘

南

倶

楽

部

と
き
わ
路
倶
楽
部

武
蔵
野
倶
楽
部

常

磐

倶

楽

部

天覧山山頂にて

第338号 （4）



せ

き

で

ん

じ

 

第
83
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

　
　
　
　
　
　
　
　

菊
花
杯
（
報
告
）

　

10
月
４
日
、
多
古
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
に
て
、
27
名
の
参
加
で
開
催
し
ま
し

た
。
台
風
18
号
の
影
響
で
午
前
中
は
雨

が
降
り
、
午
後
か
ら
は
晴
れ
て
暑
く
な

る
と
い
う
天
候
で
し
た
が
、
コ
ン
ペ
は

無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。　
　

Ｇ
Ｈ
Ｎ

優　

勝　

平
田　

恒
久
さ
ん　

98
26.4
71.6

準
優
勝　

野
間
口　

健
さ
ん　

92
19.2
72.8

３　

位　

原
田　

洋
子
さ
ん　

93
19.2
73.8

Ｂ　

Ｇ　

原
田　

隆
昌
さ
ん　

91

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
金
子　

記
）

 

さ
き
た
ま
倶
楽
部
・
な
ん
た
い
倶
楽
部

合
同
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
（
報
告
）

　

10
月
16
日
、
デ
ィ
ア
レ
イ
ク
・
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て
、「
第
94
回
な
ん

た
い
杯
ゴ
ル
フ
」
と
「
Ｓ
Ｏ
Ｇ
さ
き
た

ま
会
第
99
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」
を
合
同

で
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
な
ん

た
い
８
名
、
さ
き
た
ま
５
名
の
計
13
名

で
し
た
。

　

大
型
台
風
の
直
後
だ
っ
た
の
で
、
ゴ

ル
フ
場
が
被
害
を
受
け
て
い
な
い
か
と

心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
幸
い
大
丈
夫
で

し
た
。
想
定
し
て
い
た
と
お
り
、
や
や

肌
寒
く
は
な
り
ま
し
た
が
、
楽
し
く
プ

レ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

倶
楽
部
間
の
交
流
も
で
き
、
表
彰
式

で
は
「
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
、
ま
た
合

同
で
の
開
催
を
！
」
と
の
声
も
上
が
り

ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。　
　

Ｇ
Ｈ
Ｎ

優　

勝　

川
田　

和
夫
さ
ん　

91
19.2
71.8

準
優
勝　

野
口
正
太
郎
さ
ん　

92
16.8
75.2

３　

位　

林　
　
　

守
さ
ん　

96
20.4
75.6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
林　

記
）

 

第
42
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
（
報
告
）

　

10
月
10
日
、
11
名
が
参
加
し
、
中
峰

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

一
円
玉
天
気
（
こ
れ
以
上
崩
れ
な
い
＝

晴
れ
）
の
中
、
参
加
者
も
久
し
ぶ
り
に

ゴ
ル
フ
を
堪
能
し
た
様
子
で
し
た
。

　

並
み
い
る
先
輩
方
を
尻
目
に
、
気
負

う
こ
と
な
く
淡
々
と
プ
レ
ー
し
た
ル
ー

キ
ー
が
優
勝
。
春
大
会
に
続
き
新
人
が

優
勝
し
、
こ
れ
で
世
代
交
代
と
Ｂ
Ｏ
Ｂ

会
の
明
る
い
未
来
を
実
感
し
つ
つ
、
参

加
賞
の
京
菓
子
を
手
に
散
会
し
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。　
　

Ｇ
Ｈ
Ｎ

優　

勝　

青
木　

浩
一
さ
ん　

98
27.2
70.8

準
優
勝　

小
林　
　

博
さ
ん　

92
19.2
72.8

３　

位　

大
井　

恭
二
さ
ん　

104
30.4
73.6

Ｂ　

Ｇ　

小
林　
　

博
さ
ん　

92　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
井　

記
）

 

来
賓
室
で
楽
し
む

　
　
　
　

新
潟
競
馬
観
戦
記
（
報
告
）

　

秋
晴
れ
の
10
月
５
日
、
新
潟
競
馬
場

に
て
、
女
性
３
名
を
含
む
参
加
者
16
名

で
３
回
目
の
参
戦
を
し
ま
し
た
。
皆
さ

ん
リ
ピ
ー
タ
ー
と
あ
っ
て
、
ゆ
っ
た
り

と
、
そ
れ
ぞ
れ
お
気
に
入
り
の
新
聞
を

も
と
に
、
専
用
窓
口
で
馬
券
を
購
入
し
、

馬
場
を
見
下
ろ
す
バ
ル
コ
ニ
ー
か
ら
観

戦
し
ま
し
た
。

　

お
昼
は
恒
例
の
美
味
し
い
「
一
〆
」

の
お
弁
当
を
い
た
だ
き
、
午
後
か
ら
は

さ
ら
に
熱
の
入
っ
た
観
戦
と
な
り
ま
し

た
。
勝
っ
て
早
々
と
引
き
上
げ
る
方
、

勝
つ
ま
で
は
と
終
盤
ま
で
粘
る
方
な
ど

様
々
に
過
ご
し
、
三
々
五
々
解
散
と
な

り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
（
谷　

記
）

 

新
選
組
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
て（
報
告
）

　

10
月
16
日
、
台
風
が
去
っ
た
後
の
曇

り
空
の
下
、
Ｊ
Ｒ
日
野
駅
に
23
名
（
他

倶
楽
部
９
名
）
が
集
合
、
期
待
感
か
ら

予
定
時
間
前
に
出
発
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
ふ
る
さ
と
歴
史
館
、
次
に
佐
藤

彦
五
郎
資
料
館
へ
。
彦
五
郎
は
日
野
宿

の
名
主
で
、
物
心
共
に
新
選
組
を
応
援

し
た
人
物
。
新
選
組
（
特
に
土
方
歳
三
）

と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

続
い
て
訪
れ
た
本
陣
で
は
、
そ
の
佐
藤

家
と
地
元
と
の
関
係
に
つ
い
て
お
話
を

聴
き
、
内
部
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

昼
食
は
、
自
宅
を
開
放
し
た
「
カ
フ

ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
花
豆
」。素
敵
な
お
店
で

女
性
陣
に
大
好
評
で
し
た
。

　

昼
食
後
は
、
モ
ノ
レ
ー
ル
に
乗
り
、

万
願
寺
駅
で
下
車
、
土
方
歳
三
資
料
館

へ
。
館
長
が
子
孫
の
方
で
説
明
も
詳
し

く
、
土
方
歳
三
の
新
た
な
人
物
像
が
浮

か
び
上
が
り
ま
し
た
。
最
後
に
彼
の
お

墓
が
あ
る
石
田
寺
に
お
参
り
し
、
万
願

寺
駅
で
解
散
し
ま
し
た
。「
次
回
が
楽

し
み
」
と
の
声
も
聞
か
れ
、
充
実
し
た

一
日
で
し
た
。　
　
　
　
（
富
澤　

記
）

 

令
和
元
年
度
第
４
回
戦
（
報
告
）

　

９
月
20
日
、
佐
倉
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
に
て
、
10
名
が
参
加
し
開
催

し
ま
し
た
。

　

天
候
は
穏
や
か
な
秋
晴
れ
で
、
ま
さ

に
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
日
和
で
し
た
。
し
か

し
、
コ
ー
ス
は
傾
斜
あ
り
ド
ッ
グ
レ
ッ

グ
あ
り
で
、
ラ
フ
か
ら
の
脱
出
に
四
苦

八
苦
し
、
池
ポ
チ
ャ
Ｏ
Ｂ
も
あ
り
、
皆

ス
コ
ア
は
あ
ま
り
伸
び
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。　
　

Ｇ
Ｈ
Ｎ

優　

勝　

三
富　

照
雄
さ
ん　

117
23
140

準
優
勝　

宮
田　

松
吉
さ
ん　

126
15
141

３　

位　

蓜
島
益
次
郎
さ
ん　

135
8
143

Ｂ
Ｂ
賞　

山
崎
千
恵
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
富　

記
）

東
京
２
３
倶
楽
部

東
京
２
３
倶
楽
部

に
い
が
た
倶
楽
部

さ
き
た
ま
倶
楽
部

京

葉

倶

楽

部

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
同
好
会

日野宿本陣にて

第338号（5）
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志
賀
高
原
ス
キ
ー
へ
の
お
誘
い（
募
集
）

　

広
大
な
志
賀
の
ス
キ
ー
場
で
楽
し
く
、

縦
横
に
滑
り
ま
せ
ん
か
！　
「
若
い
頃

滑
っ
た
な
ぁ
」
と
い
う
方
、
最
高
の
雪
、

霧
氷
、
北
信
五
岳
な
ど
、
白
銀
の
世
界

が
待
っ
て
い
ま
す
。
レ
ン
タ
ル
ス
キ
ー

も
可
能
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日　

２
月
４
日
㈫
〜
７
日
㈮

宿
泊　

志
賀
高
原
一
の
瀬
ス
キ
ー
場

　
　
　

ホ
テ
ル
山
楽
（
温
泉
付
き
）

会
費　

７
７
０
０
円×

３
泊
（
朝
夕
食

付
き
）

担
当　

片
山　

郁
夫
（
世
話
人
）

　

☎
０
９
０
（
５
５
５
３
）
７
０
７
４

 

９
月
の
互
選
句

　

９
月
の
題
は
「
神
」

神
様
も
喧
嘩
神
輿
で
憂
さ
晴
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
塚　
　

実

必
然
は
神
の
み
ぞ
知
る
ケ
セ
ラ
セ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
井　

春
雄

結
局
は
困
っ
た
と
き
の
神
頼
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸
木　

正
登

会
費　

２
０
０
０
円

締
切　

12
月
24
日
㈫

担
当　

宮
本　

勲

　

☎
０
９
０
（
４
９
３
２
）
７
６
６
５

 

強
化
合
宿
（
報
告
）

　

例
年
は
同
好
会
の
会
員
の
み
で
実
施

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
東
京
か
ら

三
ヶ
尻
さ
ん
、
我
孫
子
か
ら
矢
部
さ
ん
、

宮
代
か
ら
近
江
屋
さ
ん
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
有
意
義
な
合
宿
と
な
り
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
大
雨
だ
っ
た
の
で
、
屋
内

コ
ー
ト
で
何
と
か
練
習
し
、
ミ
ニ
ゲ
ー

ム
が
で
き
ま
し
た
。
私
達
同
好
会
メ
ン

バ
ー
は
少
々
力
不
足
で
、
特
別
参
加
の

お
三
方
に
は
と
て
も
敵
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
夜
は
イ
ン
ト
ロ
ク
イ
ズ
に
カ
ラ
オ

ケ
大
会
と
、
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
素
晴
ら
し
い
青
空
の
下
で

実
施
で
き
ま
し
た
。
合
宿
が
終
わ
り
帰

路
の
途
中
、
ト
マ
ト
屋
さ
ん
に
寄
っ
た

り
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
五
味
渕
さ
ん
が
嫁
い
で

い
る
リ
ン
ゴ
園
で
リ
ン
ゴ
狩
り
を
し
ま

し
た
。
時
期
的
に
少
し
早
か
っ
た
の
で

す
が
、
甘
く
て
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。（
宮
本　

記
）

　

つ
い
先
日
の
こ
と
で
す
が
、
か
つ
て

は
世
界
一
の
旅
行
会
社
で
あ
っ
た
、
イ

ギ
リ
ス
の
ト
ー
マ
ス
ク
ッ
ク
社
が
倒
産

し
た
と
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。
世
界
で
初

め
て
団
体
旅
行
や
個
人
パ
ッ
ケ
ー
ジ
旅

行
、
修
学
旅
行
を
始
め
た
の
は
同
社
で

す
。
私
も
昔
同
社
の
ラ
ン
ド
手
配
で
欧

州
を
添
乗
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

こ
の
倒
産
に
際
し
、
15
万
人
も
の
人

が
出
発
地
の
イ
ギ
リ
ス
に
帰
れ
な
い
状

況
に
対
処
し
、
英
政
府
が
１
億
ポ
ン
ド

（
約
１
３
３
億
円
）
を
用
意
し
て
全
世

界
に
臨
時
便
を
出
す
と
聞
い
て
、
大
変

大
き
な
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ

も
総
合
旅
行
会
社
と
し
て
、
決
し
て
他

山
の
石
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
昨
今
の
大

き
な
変
化
に
的
確
に
対
応
し
て
い
く
こ

と
が
生
き
残
る
術
で
は
な
い
か
と
改
め

て
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
翻
っ
て
自
分
自
身
の
こ
と
で

す
が
、
皆
さ
ん
、
技
能
実
習
や
特
定
技

能
な
ど
の
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
？　

私
は
、
こ
の
夏
か
ら
縁
あ

っ
て
、
外
国
人
就
労
者
の
入
国
・
就
労

先
の
決
定
、
在
留
期
間
の
延
長
・
更
新

手
続
き
な
ど
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま

す
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
退
職
後
、
ま
だ
ま
だ
旅
行

の
み
な
ら
ず
、
交
流
事
業
に
し
が
み
つ

い
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
24
名
の
方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

〈
９
月
出
発
分
〉

元
井
忠
栄　
安
西
美
津
子　

伊
藤
勝
利

榎
本
隆
次　

岩
舩
展
子　

菊
地
和
夫

五
十
嵐
雪
雄　

五
十
嵐
隆　

佐
藤　

正

佐
藤
年
秋　

佐
野
弘
佳　
市
川
佐
知
子

小
林
富
子　
多
々
良
正
子　

池
田　

武

中
村
昭
市　

尾
野
通
男　
大
木
八
千
代

矢
部
和
郎　

鈴
木
恵
子　
鈴
木
総
一
郎

鈴
木
和
子　

鈴
木
泰
夫　

新
倉
武
一

　

次
の
16
名
の
方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

〈
９
月
〉

今
井
敏
雄　

小
池
照
美　
小
林
由
紀
夫

小
林
哲
二　

小
澤
利
光　

森　

英
一

深
谷
治
雄　

西
袋
哲
也　

多
田
煕
孝

谷
島　

久　

中
島
嘉
秋　

田
口
栄
治

二
葉　

進　

浜
名
誠
一　

牧　

健
郎

斉
藤
寛
子

 

Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
の
休
業

　

12
月
27
日
㈮
〜
１
月
３
日
㈮
は
、
年

末
年
始
の
た
め
休
業
と
な
り
ま
す
。

訃
　
　
　
　
報

高
橋　

英
司
さ
ん　
　
（
82
歳
）

　
　
　
　
　

令
和
元
年
８
月
９
日

片
桐　

靖
夫
さ
ん　
　
（
80
歳
）

　
　
　
　
　

令
和
元
年
９
月
２
日

佐
藤　

栄
雄
さ
ん　
　
（
84
歳
）

　
　
　
　

令
和
元
年
10
月
13
日

瀬
尾　
　

功
さ
ん　
　
（
85
歳
）

　
　
　
　
　

令
和
元
年
11
月
５
日

謹
ん
で
心
か
ら

　
　
　

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

会
員
だ
よ
り

神
風
が
吹
く
と
信
じ
た
戦
時
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田　

秀
雄

神
を
下
り
ソ
フ
ト
帽
振
る
昭
和
帝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
政
榮

十
字
架
を
仰
ぎ
見
上
げ
て
我
信
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
濃　

祥
二

殊
の
外
貧
乏
神
は
ウ
チ
が
好
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
田　

圭
子

正
直
の
頭
は
今
も
神
の
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

志
満　
　

武

神
様
に
読
ん
で
欲
し
い
と
誤
字
の
絵
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
山　

信
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
手
塚　

記
）

 

９
月
の
互
選
句

　

９
月
の
兼
題
は
「
コ
ス
モ
ス
」

コ
ス
モ
ス
の
畑
分
け
行
く
ロ
ー
カ
ル
線

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭　

英
雄

風
立
ち
ぬ
墓
石
の
跡
の
赤
と
ん
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
木　

茂
子

蟋
蟀
の
闇
を
帰
り
て
黒
を
解
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
宮　

澄
子

中
仙
道
松
引
立
て
て
秋
桜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

勝
彦

コ
ス
モ
ス
や
千
の
顔
あ
り
老
い
の
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

富
岡　

遊
生

無
患
子
を
一
つ
拾
い
て
お
守
り
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
川　

春
枝

 

新
年
会
（
募
集
）

　

恒
例
の
新
年
会
を
開
催
し
ま
す
。
初

練
習
後
の
親
睦
会
で
す
。
皆
様
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

期
日　

１
月
10
日
㈮　

開
宴
12
時
30
分

会
場　

い
っ
ち
ょ
う
小
山
店

　
　

☎
０
２
８
５
（
２
９
）
０
９
７
８

　
　

＊
小
山
駅
よ
り
送
迎
が
あ
り
ま
す
。

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
お
元
気
で
す
か
？

常
磐
　
土
井　

照
夫

お

知

ら

せ

テ
ニ
ス
同
好
会

お
客
様
紹
介
運
動
の

実　
　

績

Ｊ
Ｔ
Ｂ
ナ
イ
ス
ギ
フ
ト

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

や
ぐ
る
ま（
川
柳
会
）

ス
キ
ー
好
き
ー
ク
ラ
ブ

寺子屋林間コース　新雪の朝

（6）第338号


